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第
93
回
定
期
全
国
大

会
が
終
了
し
、
現
在
、

各
エ
リ
ア
、
地
方
本

部
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
状
況
に
あ
る

▼
全
国
大
会
に
お
い

て
も
多
く
の
Ｊ
Ｒ
採
用
の
組
合
員

が
代
議
員
と
し
て
選
出
さ
れ
、
国

鉄
採
用
の
代
議
員
と
と
も
に
、
職

場
で
の
運
動
や
組
織
拡
大
の
取
り

組
み
、
組
織
数
が
減
少
す
る
中
で

の
不
安
な
ど
も
率
直
に
出
さ
れ
た

▼
多
く
の
組
織
人
員
で
組
織
し
た

時
代
と
は
違
い
、
運
動
の
取
り
組

み
方
も
変
え
る
必
要
が
求
め
ら
れ

る
が
、
変
わ
ら
な
い
事
は
職
場
の

問
題
点
を
明
ら
か
に
し
職
場
か
ら

の
運
動
を
作
っ
て
い
く
事
で
あ
る

▼
組
合
員
が
職
場
に
点
在
す
る
中

に
お
い
て
、
日
頃
の
取
り
組
み
を

繋
げ
る
こ
と
も
一
つ
の
目
的
と
し

て
、
情
報
発
信
ア
プ
リ
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ

Ａ
Ｇ
」
の
導
入
と
登
録
を
進
め
て

き
た
が
、
組
合
員
全
員
の
登
録
は

達
成
で
き
て
い
な
い
状
況
で
あ
る

▼
「
Ｔ
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｇ
」
に
登
録
し
て

も
ら
う
事
に
よ
り
、
リ
ア
ル
タ
イ

ム
に
全
国
で
の
行
動
や
取
り
組

み
、
毎
月
発
行
し
て
い
る
国
鉄
新

聞
も
す
ぐ
に
手
元
で
見
る
事
が
で

き
、
エ
リ
ア
本
部
、
地
方
本
部
発

行
の
ニ
ュ
ー
ス
も
ど
こ
に
い
て
も

見
る
こ
と
が
で
き
、
全
国
の
組
合

員
と
の
繋
が
り
を
さ
ら
に
強
め
て

も
ら
う
事
も
導
入
の
一
つ
の
き
っ

か
け
で
あ
る
▼
未
登
録
の
組
合
員

は
、
近
く
の
役
員
ま
で
問
い
合
わ

せ
を
し
て
登
録
を
お
願
い
し
た
い
。

登
録
を
し
た
組
合
員
一
人
一
人
が
、

登
録
推
進
の
役
割
を
担
っ
て
も
ら

い
運
動
の
強
化
も
同
時
に
行
っ
て

い
き
た
い
。
ス
マ
ホ
の
操
作
が
苦

手
な
ど
、
は
じ
め
は
面
倒
く
さ
く

感
じ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
う
が
、

そ
う
い
う
時
に
は
Ｊ
Ｒ
採
用
の
組

合
員
な
ど
に
声
を
掛
け
て
も
ら
い
、

「
登
録
を
手
伝
っ
て
欲
し
い
」
と
の

声
掛
け
を
し
て
下
さ
い
。（
岩
）
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８
・
14　

岸
田
首
相
が
会
見
で

自
民
党
総
裁
選
不
出
馬
を
表
明

８
・
20　

防
衛
省
が
辺
野
古
軟

弱
地
盤
側
で
本
格
工
事
開
始

８
・
22　

東
電
福
島
第
一
原
発

２
号
機
の
デ
ブ
リ
採
取
が
初
歩

的
ミ
ス
で
作
業
で
き
ず
延
期
へ

８
・
23　

７
月
の
消
費
者
物
価

指
数
は
前
年
同
月
比
２
、７
％
上

昇
、
電
気
代
は
43
年
ぶ
り
22
・

３
％
の
大
幅
な
伸
び
率

８
・
24　

福
島
第
一
原
発
処
理

水
放
出
か
ら
１
年
、
中
国
は
水

産
物
禁
輸
を
継
続
、
輸
出
半
減

８
・
28　

原
子
力
規
制
委
は
活

断
層
が
通
る
敦
賀
原
発
２
号
機

不
適
合
了
承
、
再
稼
働
認
め
ず

９
・
１　

関
東
大
震
災
朝
鮮
人

虐
殺
犠
牲
者
追
悼
式
典
に
小
池

都
知
事
は
追
悼
文
送
ら
ず
、
大

野
埼
玉
県
知
事
は
初
の
追
悼
文

９
・
７　

立
憲
民
主
党
代
表
選

告
示
、
４
氏
が
立
候
補

９
・
10　

Ｊ
Ｒ
貨
物
で
輪
軸
組

立
作
業
の
デ
ー
タ
不
正
改
ざ
ん

発
覚
、
一
時
す
べ
て
の
列
車
の

運
行
を
停
止
、
国
交
省
は
３
事

業
所
に
特
別
保
安
監
査
▽
東
電

が
福
島
第
一
原
発
の
デ
ブ
リ
の

試
験
的
取
り
出
し
を
開
始

９
・
12　

自
民
党
総
裁
選
告
示
、

９
氏
が
立
候
補

月
間

　
「
さ
よ
う
な
ら
原
発
」
一
千
万
署
名
市
民
の
会
主
催
に
よ
る
『
命

を
つ
な
ぐ
地
球
環
境
を
９
・
16
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国
集
会
』
が
、

９
月
16
日
に
東
京
都
渋
谷
区
の
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ
、
５
千

人
の
労
働
者
・
市
民
が
参
加
し
た
。

　

会
場
で
あ
る
代
々
木
公
園
で
は

11
時
か
ら
31
の
ブ
ー
ス
が
開
店
さ

れ
、
多
く
の
参
加
者
で
賑
わ
い
を

み
せ
て
い
た
。

　

12
時
か
ら
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で

「
気
候
危
機
と
原
発
」
が
開
催
さ

れ
、
原
子
力
資
料
情
報
室
の
松
久

保
肇
さ
ん
等
が
報
告
を
行
っ
た
。

　

13
時
か
ら
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
の
片
平
里
菜
さ
ん
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
、

参
加
者
が
片
平
さ
ん
の
歌
に
聞
き

入
っ
て
い
た
。
片
平
さ
ん
の
「
歌

を
通
し
て
、
呼
び
か
け
人
の
一
人

で
あ
っ
た
故
坂
本
龍
一
さ
ん
が
蒔

い
た
種
に
水
を
あ
げ
守
っ
て
い
き

た
い
」
と
の
思
い
に
、
参
加
者
か

ら
熱
い
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

13
時
30
分
か
ら
、
ピ
ー
ス
ポ
ー

ト
の
畠
山
澄
子
さ
ん
の
司
会
で
全

国
集
会
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
呼
び

か
け
人
で
評
論
家
の
佐
高
信
さ

ん
が
、「
顔
だ
け
す
げ
替
え
て
も
、

自
民
党
の
体
質
は
何
ら
変
わ
ら
な

い
」
と
自
民
党
の
総
裁
選
挙
を
揶

揄
し
、
高
ら
か
に
開
会
宣
言
を

行
っ
た
。

　

続
い
て
各
団
体
か
ら
の
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　

女
川
原
発
の
再
稼
働
を
許
さ
な

い
！
み
や
ぎ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
多
々

良
哲
さ
ん
は
、
女
川
原
発
の
再
稼

働
に
反
対
し
て
い
る
多
く
の
宮
城

県
民
の
声
を
県
政
に
届
け
、
再
稼

働
を
中
止
さ
せ
て
い
く
と
述
べ

た
。

　

こ
れ
以
上
海
を
汚
す
な
！
市
民

会
議
の
織
田
千
代
さ
ん
は
、
昨
年

の
８
月
24
日
か
ら
東
京
電
力
福
島

第
一
原
発
の
放
射
能
汚
染
水
が
処

理
水
と
称
し
て
海
洋
放
出
さ
れ
、

１
年
が
経
過
し
た
中
で
、
海
産
物

の
売
り
上
げ
が
そ
れ
ほ
ど
下
が
ら

な
か
っ
た
こ
と
で
、
海
洋
放
出
が

問
題
な
か
っ
た
よ
う
な
風
潮
に
あ

る
が
、
お
店
で
は
福
島
産
の
魚
が

消
え
て
い
る
実
態
が
話
さ
れ
た
。

　

３
・
11
甲
状
腺
が
ん
子
ど
も
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
阿
部
ゆ
り
か

さ
ん
は
、
東
京
電
力
が
福
島
第
一

原
発
事
故
と
子
ど
も
達
の
甲
状
腺

が
ん
と
の
因
果
関
係
が
明
ら
か
で

な
い
と
し
て
、
一
切
の
補
償
を
拒

ん
で
い
る
が
、
今
も
子
ど
も
達
は

甲
状
腺
が
ん
に
苦
し
ん
で
い
る
。

一
日
も
早
い
補
償
を
行
う
の
が
原

発
事
故
を
起
こ
し
た
東
京
電
力
の

責
務
だ
と
訴
え
た
。

　

東
海
第
二
原
発
運
転
差
止
訴
訟

原
告
団
の
相
楽
衛
さ
ん
は
、
内
部

告
発
で
工
事
の
手
抜
き
が
明
ら
か

　

指
令
第
１
号
（
本
部
１
号
７
月 

26
日
付
）
に
よ
る
２
０
２
４
年
度
中

央
執
行
委
員
会
の
体
制
に
つ
い
て
、

中
央
執
行
委
員
１
名
の
辞
任
に
伴

い
、
以
下
の
と
お
り
変
更
す
る
。

《
指
令
第
８
号
》

中
央
執
行
委
員
長

　

松
川　
　

聡

（
総
括
、
政
治
・
共
闘
担
当
）

中
央
執
行
副
委
員
長

　

木
村　

忠
義

（
業
務
・
調
査
・
法
対
部
長
、

貨
物
・
共
闘
担
当
）

書
記
長
（
専
）

　

岩
元　

孝
信

（
企
画
部
長
、
政
治
・
共
闘
担

当
）

中
央
執
行
委
員

に
な
る
な
ど
、
原
発
に
対
す
る
安

全
管
理
の
ず
さ
ん
さ
と
、
大
規
模

地
震
時
の
避
難
計
画
が
絵
に
描
い

た
餅
で
あ
り
、
原
発
差
止
め
は
急

務
だ
と
報
告
さ
れ
た
。

　

報
告
の
途
中
で
、
呼
び
か
け
人

で
作
家
の
落
合
恵
子
さ
ん
か
ら
の

挨
拶
が
行
わ
れ
、
自
民
党
総
裁
選

挙
の
候
補
者
に
対
し
、
誰
も
原
発

に
関
す
る
質
問
を
行
わ
な
い
が
、

こ
れ
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
欠
如

だ
と
糾
弾
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
環
境
団
体
の
Ｆ
ｒ
ｉ

ｄ
ａ
ｙ
ｓ　

Ｆ
ｏ
ｒ　

Ｆ
ｕ
ｔ
ｕ

ｒ
ｅ　

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
か
ら
環
境
問

題
に
つ
い
て
、
核
の
中
間
貯
蔵
施

設
は
い
ら
な
い
！
下
北
の
会
の
栗

橋
伸
夫
さ
ん
か
ら
中
間
貯
蔵
施
設

「
む
つ
」
に
つ
い
て
、
新
潟
平
和

運
動
セ
ン
タ
ー
の
有
田
純
也
さ
ん

か
ら
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
に

つ
い
て
の
報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

宮
﨑　
浩
則

（
総
務
・
財
政
部
長
、
組
織
・

共
闘
担
当
）

　

鈴
木　

郁
夫

（
組
織
部
長
、
業
務
担
当
）

　

瀧
口　

良
二

（
教
宣
部
長
、
共
闘
担
当
）

会
計
監
査
員

　

馬
橋　

博
一

　

平
山　

陽
介

　

織
戸　

康
弘

２
０
２
４
年
９
月
18
日

  

２
０
２
４
年
度
中
央
執
行
委
員
会
体
制
の

  

一
部
変
更
に
つ
い
て

　

最
後
に
呼
び
か
け
人
で
ル
ポ
ラ

イ
タ
ー
の
鎌
田
慧
さ
ん
の
閉
会
挨

拶
で
集
会
を
終
え
た
。

　

集
会
後
は
、
代
々
木
公
園
か
ら

Ｊ
Ｒ
原
宿
駅
を
通
っ
て
外
苑
前
駅

ま
で
の
原
宿
コ
ー
ス
と
、
Ｊ
Ｒ
渋

谷
駅
を
通
っ
て
神
宮
通
公
園
ま
で

の
渋
谷
コ
ー
ス
の
２
コ
ー
ス
に
分

か
れ
デ
モ
行
進
を
行
い
、
国
労
は

平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
仲
間
と
共
に

原
宿
コ
ー
ス
に
参
加
し
、「
待
っ

た
な
し
！
温
暖
化
・
脱
原
発
」「
Ｎ

Ｏ　

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ
！
Ｃ
ｌ
ｉ
ｍ
ａ

ｔ
ｅ
Ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
！
」
な
ど

と
書
か
れ
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手

に
、
沿
道
の
人
々
に
脱
原
発
社
会

の
実
現
を
訴
え
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
総
が
か
り

行
動
実
行
委
の
染
裕
之
共
同
代
表

が
、「
自
民
党
に
憲
法
を
語
る
資

格
は
な
い
。
も
う
そ
ろ
そ
ろ
終
わ

り
に
し
よ
う
。
解
散
・
総
選
挙
で

国
民
の
厳
粛
な
信
を
問
う
べ
き

だ
。
私
た
ち
の
手
で
明
日
の
政
治

は
変
え
ら
れ
る
」
と
挨
拶
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
、
立
憲
民
主
党
の

近
藤
昭
一
衆
院
議
員
、
日
本
共
産

党
の
小
池
晃
書
記
局
長
、
社
民
党

の
福
島
瑞
穂
党
首
、「
沖
縄
の
風
」

の
高
良
鉄
美
参
院
議
員
が
挨
拶
し
、

「
野
党
共
闘
が
転
機
に
差
し
か
か
っ

て
い
る
。
自
民
党
政
治
を
終
わ
ら

せ
た
後
に
ど
う
い
う
政
権
を
つ
く

る
の
か
に
つ
い
て
、
安
保
法
制
は

違
憲
だ
が
、
す
ぐ
に
は
な
く
せ
な

い
と
の
議
論
が
あ
る
。
そ
う
い
う

政
権
を
つ
く
る
た
め
に
闘
っ
て
き

た
の
か
。
政
治
の
中
身
を
変
え
る

大
き
な
運
動
を
巻
き
起
こ
そ
う
」

と
訴
え
ら
れ
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
有
田
芳
生
さ

ん
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

　

集
会
終
了
後
、
銀
座
デ
モ
を
行

い
「
戦
争
す
る
国
、絶
対
反
対
」「
み

ん
な
の
力
で
政
治
を
変
え
よ
う
」

と
沿
道
の
人
々
に
訴
え
た
。

　

自
公
政
権
は
「
戦
争
す
る
国
づ

く
り
」
を
推
し
進
め
る
一
方
、「
政

治
と
カ
ネ
の
問
題
」
の
温
床
と
も

な
っ
た
企
業
団
体
献
金
や
政
治
資

金
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
一
切
手
を
付

け
ず
、
不
透
明
な
政
策
活
動
費
な

ど
抜
け
道
だ
ら
け
の
改
正
政
治
資

金
規
正
法
を
強
行
成
立
さ
せ
、
岸

田
首
相
は
自
民
党
総
裁
選
不
出
馬

を
表
明
し
て
、
一
連
の
自
民
党
派

閥
の
裏
金
事
件
に
対
す
る
反
省
も

な
い
ま
ま
に
、
国
民
の
批
判
と
不

信
の
目
を
か
わ
す
た
め
の
自
民
党

総
裁
選
に
突
入
し
た
。

　

衆
議
院
解
散
、
総
選
挙
が
噂
さ

れ
る
な
か
、
自
民
党
政
治
を
終
わ

ら
せ
る
た
め
、
野
党
共
闘
と
市
民

が
一
体
と
な
っ
た
選
挙
戦
が
求
め

ら
れ
、
労
働
組
合
の
立
ち
位
置
が

問
わ
れ
て
い
る
。

　

安
保
法
制
（
戦
争
法
）
強
行
採
決
か
ら
丸
９
年
が
経
過
し
た
９

月
19
日
に
、
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す
な
！
総
が
か
り
行
動
実

行
委
員
会
と
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
共
催
の
『
ｔ

ｈ
ｅ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
自
民
党
政
治　

戦
争
法
廃
止
！
裏
金
政
治
を
終
わ
ら

せ
よ
う
！
９･

19
日
比
谷
集
会
＆
デ
モ
』
が
、
東
京
都
千
代
田
区
の

日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
２
７
０
０
名

が
参
加
し
た
。

み
ん
な
の
力
で

自
民
党
政
治
を
終
わ
ら
せ
よ
う
第10 6回
「19日行動」

9・16さようなら原発全国集会

デモ行進する国労組合員
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原
告
の
黒
沼
さ
ん
は
、
療
養
中

の
２
０
２
１
年
１
月
に
コ
ロ
ナ
に

罹
患
し
急
逝
し
ま
し
た
が
、
故
人

の
ご
子
息
２
名
が
裁
判
を
継
承
し
、

裁
判
を
支
援
す
る
会
の
発
足
や
、

黒
沼
さ
ん
が
か
つ
て
所
属
し
て
い

た
国
労
や
鉄
道
退
職
者
、
地
域
共

闘
、
公
害
患
者
団
体
等
の
幅
広
い

支
援
を
受
け
な
が
ら
３
年
８
カ
月

の
裁
判
を
経
て
２
０
２
４
年
３
月

12
日
に
判
決
が
下
さ
れ
ま
し
た
。

　

東
京
地
裁
は
、
主
文
「
被
告

（
旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本)

ら

は
連
帯
し
て
、
原
告
２
名
に
各

８
８
５
万
５
千
円
と
令
和
３
年
１

月
24
日
か
ら
支
払
日
ま
で
年
３
％

の
遅
延
金
を
支
払
え
」
等
と
命
じ

ま
し
た
。

　

裁
判
の
争
点
で
あ
っ
た
『
①
黒

沼
さ
ん
の
肺
が
ん
原
因
及
び
死
亡

原
因
』
で
は
、「
昭
和
38
年
４
月

頃
か
ら
平
成
８
年
４
月
頃
ま
で
の

間
、
車
両
外
板
修
繕
作
業
や
、
石

綿
板
の
使
用
で
日
常
的
に
石
綿
粉

塵
に
ば
く
露
し
て
い
た
」
と
し
、

「
そ
の
こ
と
で
石
綿
肺
や
肺
が
ん

を
発
症
し
、
加
え
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
が
影
響
し
て
死
亡

し
た
」
と
、
石
綿
ば
く
露
で
肺
が

ん
を
発
症
し
令
和
３
年
１
月
24
日

に
死
亡
し
た
と
明
確
に
認
定
し
ま

し
た
。

　

争
点
の
『
②
共
同
不
法
行
為
の

有
無
に
つ
い
て
』
は
、「
粉
塵
の

発
生
・
飛
散
防
止
措
置
は
不
十
分

で
安
全
配
慮
義
務
違
反
、
防
塵
マ

ス
ク
着
用
も
徹
底
せ
ず
、
ま
た
、

危
険
性
の
教
育
も
な
さ
れ
て
お
ら

ず
い
ず
れ
も
安
全
義
務
違
反
」
と

認
定
し
ま
し
た
。
更
に
、
旧
国
鉄

と
Ｊ
Ｒ
の
共
同
不
法
行
為
の
判
断

で
は
、「
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
、
国
鉄

の
承
継
法
人
と
し
て
国
鉄
の
車
両

や
設
備
を
承
継
し
、
国
鉄
と
同
様

の
鉄
道
事
業
を
引
き
続
き
行
い
、

同
事
業
を
行
う
に
あ
た
り
必
要
な

鉄
道
車
両
の
修
繕
を
本
件
工
場
で

行
っ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
昭
和
62

年
４
月
１
日
前
後
に
お
い
て
何
ら

変
わ
り
が
な
い
の
で
あ
り
、
両
被

告
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
は
社
会

通
念
上
一
個
の
行
為
と
見
る
こ
と

が
で
き
、
各
安
全
配
慮
義
務
違
反

は
共
同
の
不
法
行
為
に
該
当
す

る
」
と
明
確
に
判
断
し
ま
し
た
。

　

争
点
の
『
③
損
害
額
』
は
、「
被

告
両
者
の
共
同
の
不
法
行
為
が
な

け
れ
ば
、
少
な
く
と
も
一
定
の
期

間
の
延
命
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の

他
の
事
情
を
考
慮
す
る
と
、
原
告

の
精
神
的
苦
痛
を
慰
謝
す
る
慰
謝

料
と
し
て
２
３
０
０
万
円
が
相
当

で
あ
る
が
、
長
期
の
喫
煙
歴
が
死

亡
リ
ス
ク
を
高
め
た
と
も
評
価
で

き
る
の
で
、
損
害
の
公
平
な
分
担

か
ら
、
慰
謝
料
の
３
割
を
減
ず
る

こ
と
が
相
当
で
あ
り
、
慰
謝
料
は

１
６
１
０
万
円
が
相
当
で
あ
る
。

弁
護
士
費
用
は
１
６
１
万
円
を
認

め
る
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

東
京
地
裁
の
判
決
に
不
服
と
し

て
、
被
告
は
３
月
22
日
に
控
訴
し
、

５
月
９
日
に
控
訴
理
由
書
を
東
京

高
裁
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

控
訴
審
の
第
１
回
口
頭
弁
論
は

７
月
31
日
に
東
京
高
裁
１
０
１
号

法
廷
（
第
１
民
事
部
・
金
子
修
裁

判
長
）
で
開
か
れ
ま
し
た
。

被
告
（
旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本)

は

ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
の
責
任
を
取
れ

　

旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
大
井
工
場
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判
は
、
故
人
と
な
ら
れ

た
原
告
黒
沼
義
則
さ
ん
が
２
０
２
０
年
７
月
に
、
労
災
認
定
と
な
っ

た
肺
が
ん
発
症
は
石
綿
ば
く
露
が
原
因
と
し
て
旧
国
鉄
と
Ｊ
Ｒ
東
日

本
を
相
手
に
損
害
賠
償
を
求
め
東
京
地
裁
に
提
訴
し
た
裁
判
で
す
。

　

東
京
地
裁
の
判
決
を
不
服
と
し
て
、被
告（（
旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
東
日
本)

が
控
訴
し
、
現
在
東
京
高
裁
で
争
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
京
高
裁
前
に
は
、
国
労
組
合

員
、
国
労
Ｏ
Ｂ
会
を
は
じ
め
支
援

の
傍
聴
者
45
名
が
集
ま
り
、
裁
判

に
臨
み
ま
し
た
。

　

裁
判
で
は
書
面
の
確
認
が
行
わ

れ
、
次
回
期
日
が
９
月
25
日
と
指

定
さ
れ
閉
廷
し
ま
し
た
。

　

裁
判
後
に
報
告
会
が
行
わ
れ
、

支
援
者
ら
に
福
田
弁
護
士
は
「
相

手
が
控
訴
し
た
の
で
、
こ
ち
ら
も

付
帯
控
訴
と
い
う
手
続
き
を
取
っ

た
。
慰
謝
料
額
が
喫
煙
に
よ
る

減
額
が
３
割
と
他
の
判
例
よ
り
厳

し
い
こ
と
な
ど
の
見
直
し
を
求
め

る
。
高
裁
は
何
度
も
弁
論
を
開
か

な
い
の
が
通
例
で
、
審
理
が
続
く

の
は
判
決
を
覆
す
時
、
次
回
で
結

審
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
報

告
さ
れ
、
山
岡
弁
護
士
は
「
相
手

側
提
出
の
準
備
書
面
は
、
特
に
目

新
し
い
材
料
も
な
く
、
従
来
の
主

張
の
範
囲
。
40
年
間
も
石
綿
ば
く

露
作
業
を
し
て
い
る
実
態
を
無
視

す
る
も
の
だ
」
と
改
め
て
Ｊ
Ｒ
の

主
張
と
対
応
を
批
判
し
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
に
第
２
回
口
頭
弁
論

が
東
京
高
裁
１
０
１
号
法
廷
で
開

か
れ
、
原
告
か
ら
被
控
訴
人
準
備

書
面
⑴
を
提
出
し
、
被
告
か
ら
は

新
た
な
主
張
が
な
い
こ
と
か
ら
結

審
と
な
り
、
12
月
18
日
に
判
決
の

言
い
渡
し
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
尚
、
裁
判
長
よ
り
和

解
の
提
案
が
あ
り
、
判
決
ま
で
に

和
解
に
向
け
た
話
し
合
い
が
持
た

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
被

告
の
態
度
を
見
る
限
り
和
解
は
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

裁
判
後
に
傍
聴
者
75
名
に
対
し

福
田
弁
護
士
か
ら
の
報
告
が
行
わ

れ
、
ご
子
息
の
「
ア
ス
ベ
ス
ト
被

害
に
対
す
る
会
社
の
責
任
あ
る
補

償
制
度
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
闘
い

ま
す
」
と
の
決
意
を
受
け
行
動
を

終
え
ま
し
た
。

　

関
東
大
震
災
１
０
０
年
の
節
目

を
経
た
今
の
時
点
で
何
が
ど
う
明

ら
か
に
な
り
、
日
本
社
会
は
ど
う
受

け
と
め
て
い
る
の
か
を
確
認
し
な

が
ら
、
１
０
１
年
目
を
迎
え
て
「
関

東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
」
に
対
し

て
「
追
悼
」、「
責
任
追
及
」、「
政
府

の
謝
罪
」
へ
と
さ
ら
に
取
り
組
ん

で
行
く
新
た
な
る
ス
タ
ー
ト
に
す

る
こ
と
を
目
的
に
、『
関
東
大
震
災

１
０
１
年
朝
鮮
人
虐
殺
責
任
追
及

を
求
め
る
集
会
』
が
開
催
さ
れ
た
。

　

集
会
は
、
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
へ
の
黙
祷
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
フ
ォ
ー
ラ

ム
平
和
・
人
権
・
環
境
の
梁
祐
之

共
同
代
表
が
挨
拶
を
行
い
、
続
い

て
実
行
委
員
会
事
務
局
長
の
藤
本

泰
成
さ
ん
が
挨
拶
し
た
。

　

政
党
か
ら
は
立
憲
民
主
党
と
社
会

民
主
党
か
ら
挨
拶
が
行
わ
れ
、
鳩
山

由
紀
夫
元
総
理
大
臣
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
紹
介
さ
れ
た
。

　

遺
族
を
代
表
し
て
曺
光
喚
さ
ん

が
、
祖
父
の
兄
が
大
震
災
翌
日
の

１
９
２
３
年
９
月
２
日
に
虐
殺
さ

れ
た
こ
と
に
触
れ
、「
私
た
ち
遺

族
が
、
ま
た
在
日
朝
鮮
人
３
世
、

４
世
が
関
東
大
震
災
時
に
虐
殺
さ

れ
た
朝
鮮
人
の
無
念
の
思
い
を
受

け
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
切
実
に
語
っ
た
。

　

特
別
講
演
と
し
て
「
関
東
大
震

災
時
朝
鮮
人
虐
殺
の
歴
史
的
背

景—

朝
鮮
植
民
地
戦
争
経
験
の
視

点
か
ら—

」
と
題
し
て
、
槇
蒼
宇

教
授
（
法
政
大
学
）
か
ら
の
講
演

が
行
わ
れ
た
。

　

講
演
で
は
、「
朝
鮮
人
虐
殺
は
当

時
の
日
本
の
軍
隊
や
警
察
が
深
く

関
わ
っ
て
お
り
、
虐
殺
の
際
に
は

『
不
逞
鮮
人
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
た
。
日
本
の
朝
鮮
植
民
地
支
配

に
対
し
、
朝
鮮
の
民
衆
た
ち
が
民

族
独
立
運
動
を
展
開
し
た
が
、
そ

れ
に
対
し
て
日
本
は
『
不
逞
鮮
人
』

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
い
た
。『
不

逞
鮮
人
』
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ

る
際
に
は
、
朝
鮮
人
に
は
何
を
し

て
も
構
わ
な
い
と
い
う
意
味
づ
け

が
与
え
ら
れ
て
き
た
」
と
説
明
し
、

「
日
本
帝
国
主
義
の
防
衛
の
根
幹
に

は
朝
鮮
人
を
危
険
視
す
る
と
い
う

意
識
が
あ
り
、
そ
の
防
衛
意
識
に

よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
民
族

運
動
へ
の
軍
事
的
弾
圧
の
延
長
線

上
に
、
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人

虐
殺
を
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
指
摘
さ
れ
、「
国
家
権
力
が

事
実
の
隠
滅
を
図
り
、
今
も
日
本

政
府
に
よ
っ
て
公
式
謝
罪
、
真
相

究
明
、
責
任
者
処
罰
が
行
わ
れ
て

お
ら
ず
、
歴
史
修
正
主
義
が
は
び

こ
っ
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
た
。

　

真
相
追
及
に
関
す
る
報
告
と
し

て
、
関
東
大
震
災
時
朝
鮮
人
虐
殺

の
事
実
を
知
り
追
悼
す
る
神
奈
川

実
行
委
員
会
の
山
本
す
み
子
代
表

か
ら
、「
神
奈
川
に
お
け
る
関
東
大

震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺—

新
史
料

か
ら
読
み
解
く—

」
と
題
し
た
報

　

関
東
大
震
災
朝
鮮
人
虐
殺
犠
牲
者
追
悼
と
責
任
追
及
の
行
動
実
行

委
員
会
主
催
の
「
関
東
大
震
災
１
０
１
年
朝
鮮
人
虐
殺
責
任
追
及
を

求
め
る
集
会
」
が
８
月
30
日
に
東
京
都
千
代
田
区
の
連
合
会
館
で
開

催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民
２
５
０
名
が
参
加
し
た
。

告
が
行
わ
れ
た
。

　

報
告
で
は
、
歴
史
家
の
姜
徳
相

さ
ん
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
震
災

時
に
神
奈
川
県
知
事
だ
っ
た
安
河

内
麻
吉
か
ら
警
保
局
長
の
岡
田
忠

彦
宛
に
提
出
さ
れ
た
報
告
文
書
の

説
明
が
行
わ
れ
、「
文
書
に
は
関

東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
保
護
状
況

調
、
朝
鮮
人
犯
罪
事
件
調
、
内
地

人
の
朝
鮮
人
に
対
し
て
行
わ
れ
た

殺
傷
事
件
調
な
ど
の
内
容
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。
関
東
大
震
災

時
、
神
奈
川
県
内
、
と
く
に
横
浜

市
で
朝
鮮
人
虐
殺
が
確
実
に
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
」
と
話
さ
れ
、「
日
本
政
府
は
官

民
が
一
体
と
な
り
行
っ
た
朝
鮮
人

虐
殺
に
関
す
る
公
文
書
な
ど
の
資

料
、
記
録
は
な
い
と
主
張
し
て
い

る
が
、
こ
の
文
書
に
は
殺
傷
事
件

と
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
」
と

述
べ
。「
朝
鮮
人
虐
殺
の
事
実
と
歴

史
を
市
と
県
に
し
っ
か
り
認
め
さ

せ
る
こ
と
が
大
事
で
、
朝
鮮
人
虐

殺
の
追
悼
会
に
横
浜
市
長
自
ら
が

出
席
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

集
会
の
最
後
に
ア
ピ
ー
ル
文
が

採
択
さ
れ
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
で
は
、「
日
本
政
府

が
関
東
大
震
災
時
の
朝
鮮
人
虐
殺

の
事
実
を
認
め
ず
、
そ
の
虐
殺
の

歴
史
を
否
定
し
て
も
、
朝
鮮
人
虐

殺
は
日
本
の
植
民
地
主
義
が
も
た

ら
し
た
国
家
的
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
で

あ
り
、
日
本
政
府
に
よ
る
歴
史
改

ざ
ん
が
、
日
本
社
会
に
跋
扈
す
る

ヘ
イ
ト
を
生
み
出
し
て
い
る
事
実

を
日
本
政
府
が
直
視
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
日
本
社
会
が
侵
略
と

植
民
地
支
配
の
歴
史
を
総
括
し
、

東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
信
頼
関
係
を

作
り
上
げ
、
日
本
政
府
が
責
任
を

持
っ
て
朝
鮮
人
虐
殺
の
歴
史
的
事

実
を
明
ら
か
に
し
、
犠
牲
者
と
遺

族
に
対
す
る
謝
罪
の
姿
勢
を
示

し
、
未
だ
に
払
拭
し
き
れ
て
い
な

い
植
民
地
主
義
と
決
別
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
」
と
訴
え
ら
れ
た
。

日
本
政
府
は
植
民
地
主
義
と
決
別
し

朝
鮮
人
虐
殺
の
犠
牲
者
と
遺
族
に
謝
罪
を

旧
国
鉄
・
Ｊ
Ｒ
大
井
工
場
ア
ス
ベ
ス
ト
裁
判

◎
仙
台
地
方
本
部
・
仙
台
総

合
車
両
所
支
部
・
車
体
分
会　

藤
村
豊
さ
ん　

64
歳　

８
月

１
日
付　

◎
近
畿
地
方
本
部
・

大
阪
貨
物
分
会
・
西
日
本
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス　

澤
井
正
磨

さ
ん　

30
歳　

９
月
１
日
付　

◎
仙
台
地
方
本
部
・
自
動
車

支
部
・
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
バ
ス

東
北　

木
村
哲
夫
さ
ん　

46

歳　

９
月
１
日
付

組
織
拡
大
速
報

組
織
拡
大

速
報組

織
拡
大

速報

ご子息（右端二人）の決意を聴く傍聴者




